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(2) ティリッヒは 1924年から 25年の春にかけてマールブルク大学神学員外教授に就任した。ルドルフ・
ブルトマンやマルティン・ハイデッガーも当時同僚であった。 
(3) ドイツ語で書かれた本論文を英訳したリチャード・ニーバーが、その序文で述べた言葉（Paul Tillich, 


























































































































































を芸術から吸収する（ref., W. Pauck/M. Pauck: Paul Tillich, His Life and Thought, Vol.1, New York, 
1976, pp.98-110）。 
(16) 「形式・内容・内実」の概念史とティリッヒとの関係を読み解くことは重要な作業だが、例えば「キ
リスト教のメッセージの内実」という場合、それはメッセージの最も中心的な内容である「キリスト
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の救い」を指す。特に、ティリッヒは「文化を担う内実は宗教である」という定式を示すことで「内
実」が宗教を指すことを明らかにしている。さらに意味の形而上学では意味の根拠にして深淵である
無制約的なものを意味内実（Sinngehalt）と名づけている。宗教は意味内実への志向性である。ティ
リッヒは、こうした「内実」によって示されるものを芸術は表現し得ても「内実」そのものは造り得
ないとしている。 
(17) ドストエフスキーの『罪と罰』における主人公の殺人は、「神が存在しないとすれば全てが許される」
とする思想を代弁するものであるが、「神の死」の状況が文学作品に投影した一例である。但し「神
的なものが欠落していない」とティリッヒが述べているのは、主人公が服役中にキリスト教の信仰に
目覚めるプロセスを指すものであろう。 
 
 
（かわぎり・のぶひこ 文芸評論家） 
